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信用度のスコアを上げるためには、ユーザー側
から積極的に情報提供をする必要があるため、優
良顧客が自然と集まってくる。また、スコアの低
いユーザーも、スコアを上げるために、行動を改
善するといった効果もある。スコアが上がれば、
ローンの提供を受けたり、分割払いが組めたりと
いった特典を得ることができるからである。

行動まで含んだ「個人信用度の情報提供サービ
ス」は、今後、様々なサービスへの活用が拡がっ
ていくと考えられている。

8.	モバイルペイメントの普及促進要素

最高紙幣が 100 元札（約 1700 円）で、偽札も多
いと言われる中国では、高額商品を安心して決済
できる手段として、キャッシュレス決済は求めら
れてきたことであった。しかし、日本では進んで
いるクレジットカードは、手数料の高さと、店舗
側に必要な設備費用の面から、なかなか普及に至
らなかった。それに対して、モバイルペイメント
はクレジットカードのシステム・設備を店舗側が
準備する必要がない。さらに店舗側の利用手数料
も低く、店舗への設置推奨をインセンティブ付き
で実施した為、急速に導入する店舗が増えた。

このような導入店舗の拡大は普及の促進の要素
として大きかったが、供給側の整備が進むだけで
は、普及は進まない。普及が急速に進んだのは、
やはり、顧客の「利便性認識」の要素が大きい。

クレジットカードとは違う、モバイルペイメン
トの利便性は、「毎日使う、いつも手に持っている
スマートフォンを使うこと」「モバイルペイメント
の決済が、EC だけではなく、チケットの予約やシェ
アライド、携帯電話のチャージなど、様々な生活
のサービスに使えること」である。特に、「滴滴打

車」「快的打車」というタクシーより安く利用でき
る配車サービスは、モバイルペイメントでしか利
用できなかったため（運転手側にも利用者側にも、
利用した場合には奨励金がついたこともある）、モ
バイルペイメントの利用者を急速に増やした。

また、家族が一堂に会し、ネットであいさつを
行う春節のタイミングで、サービス事業者（アリ
ペイ、テンペイ）が、キャンペーンとしてお年玉

（紅包）のバラマキを実施したことも普及に拍車を
かけた。

さらに、モバイルペイメントのアプリは支払い
だけではなく、複雑な手続きがなく、高利率の貯
蓄（余額宝など）や、キャッシング（分割払い含む）
を可能にしたことも後押しした。

益普索の調査結果によれば、モバイルペイメン
トを使う 77%の人は、生活費の勘定（家計簿）ま
で､ モバイルペイメント上で行っているという。
このように、生活と金融の両方を、管理まで含め
た決済サービスとして、「スマートフォンとセット
で、なくてはならないもの」になっていったので
ある。

■図表 24　モバイルペイメント生活における位置づけ
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9.	モバイルペイメントが消費行動に
与える影響

マーケティングとは、「顧客が真に求める商品や
サービスを作り、その情報を届け、顧客がその価
値を効果的に得られるようにする」ための概念で
ある。今、その「情報を届ける（受け取る）」「情
報を提供する」双方向性の手段として、スマート
フォンは、特に中国では最も身近で不可欠な存在
となった。スマートフォンには、情報が何でもあ
り、そこから、いつでも利用・支払いできるよう
にしたのがモバイルペイメントである。その中で、
モバイルペイメントが、中国の消費行動に与えた
影響を考察すると以下の 6 つがある。

①ウォンツ起点の購買が増えた
スマートフォンに流れてきた情報により、ウォ

ンツ（これが欲しい）が多く引き起こされ、ウォ
ンツ起点の購買が増えた。サービス事業者もこの
消費者からのフィードバックと連動して、情報の
内容や表現方法、媒体の応用、決済する流れまで
開発している。（モバイルペイメントやキャッシン
グに紐付く EC 売上の殆どが衝動的ウォンツから
の購買ではないかと思うぐらいである！）

②オンラインとオフラインのシームレスで
の利用が増えた
例えば、オンラインで遊園地のチケットを購入

し、オフラインの遊園地に行って乗り物に乗る時
にスマートフォンをかざしてキャッシュレスで乗
る。例えば、オフラインの店舗に、オンラインで
注文して、宅配時間を予約して届けてもらう。例
えば、海外の免税店や高級百貨店で商品をスマー
トフォンのカメラで映しながら、ウィチャットの
向こう側の相手と確認して、買い手から商品料金

の送金を受け取りウィチャットで決済する。
どちらがオンラインでオフラインか区別がつか

なくなってくる。でも、それがどちらかも気にし
ない。

③高額な商品を躊躇なく購入しやすくなった
スマートフォンの中で、貯蓄もキャッシングも

簡単にできる。お金がある時は貯金をし、お金が
ない時はキャッシング・分割で払う。サービス事
業者も、収入や消費行動を把握し、信用状況がわ
かるので、安心してローンやキャッシングを提案
する。オンラインで、ジュエリー、車、住宅から、
飛行機まで取引されている。図表 14 に示したよう
に、今はまだ少額・高頻度の決済が中心だが、高
額の消費も確実に増えてきている。

④モバイルペイメントのアプリに入ってい
るサービス（＝アリペイ、テンペイのサー
ビスや提携しているサービス）の利用率
が高まる
いろいろなサイトを訪問して、比較することが

なくなった。ウィチャットペイ、アリペイ経由で
情報をキャッチし、そこで利用できる、EC や旅行
会社を使ってしまう。

⑤個人間の取引やギフトが増えた
モバイルペイメントの利用状況でポイントが貯

まる。友人の誕生日情報を提供し、ポイントでギ
フトを贈る。また、宝くじが当たるなど、臨時収
入があった時に、ゲーム感覚で紅包（お年玉以外
でも）を贈る。これまでにない贈る習慣も生まれ
てきた。（ギフトを贈られると、贈られた方も送り
返すことで、さらにギフトが増える！）。
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⑥シェアリングエコノミーが進展した
シェアリングエコノミーは、傘から、携帯電話

の充電器、自転車、電気自動車まで普及してきた。
（その対象物に愛着心がないからか、破損、盗難、
紛失などが多発し、社会問題としてニュースで大々
的に議論されたこともある）。

そして、もう一つのシェアリングエコノミーで
ある個人間の中古品取引が進んだ。余ったものや、
必要がなくなったものを全く知らない他人に売る
時に、モバイルペイメントなら、送金手数料なし
で、簡単に取引ができる。中国人は遠近親疎によっ
て動くのであるが、全く知らない他人に安い値段
で譲るシェアリングエコノミー自体は大きな変化
であると感じる。

⑦レビューの信用度が高くなり、レビュー
を信じての購入・利用が増える
例えば、配車サービスでは、乗車中のサービス

に満足できなければ、利用中に、運転手に対する
レビューが書ける。悪い評価が集まると利用され
なくなってしまうので、より多くのお客さんに乗っ
てもらうために、運転手は良いサービスを提供す
るようになる。レビューを書く人は、実際に利用
している人でないと書けないので、信用度の高い
レビューとなる。

例えば、EC では、実際に購入したかどうかをデー
タで判断して、そうではない、虚偽のレビューを
書いた人を排除する仕組みをとっているところが
ある。偽のレビューが減ることにより、レビュー
の信用度が高まり、結果、レビューを信用しての
購入が増える。

EC 事業者も、信用度の高いレビューが集まるこ
とを重視し、また、出店店舗が高い評価スコアを
得ることができるかが、EC 事業者の発展にも関
わってくる。

10. モバイルペイメントの将来は

技術が先か ? 需要が先か ?　これは鶏と卵の問題
である。中国は、先進諸国の辿ってきた道を超えて、
できるだけ最先端技術を導入して、中国の風土に
合わせて再編成し、需要を新たにつくることに長
けている。モバイルペイメントの技術は、EC のさ
らなる発展にも、国の外貨統制にも多大な役割を
果たした。

中国人観光客は、世界各国の海外旅行において、
モバイルペイメントで多くのものを買っている。

「あれも欲しい、これも欲しい」というウォンツに
すぐに応えてくれるモバイルペイメント。日本の
免税店や百貨店でも、あちこちに支付宝や微信支
付のマークが増えてきた。

中国では、モバイルペイメントが入り口になり、
不動産、生活用品、自動車、交通‥様々なものが
つながっている。それにより、トランザクション
データ、行為のデータ、金融のデータ、位置デー
タ‥と、これまでバラバラだったものもつながっ
ていく。これらがつながった時に、これまでにな
い新たな使い方も生まれてくるであろう。

他方、ベトナムで、アリペイ、テンペイは非合
法な決済ツールとして使用を禁止されたように、
新たな問題も生まれてくるだろう。

これからの発展を興味深く見守っている。

■図表 25　モバイルペイメントはデータ統合の入口


